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＜当第2四半期決算＞ 

・計画比：増収増益 

・前年比：増収増益 

・10月23日に業績予想の修正を公表 

・本説明会では５月１日に開示した当初計画との比較で説明 

 

＜計画比＞ 

・売上高は概ね当初計画通り 

・利益面では、売上総利益が計画並みに着地したこと、 

 またコスト圧縮により経費が減少し増益 

 

＜前年比＞ 

・売上高は新規取引の増加、既存得意先との取引深耕により増加 

・利益面では、増収により販売管理費が増加したものの、 

 売上総利益が４億円増加したことなどにより増益 
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＜総資産増加の主要因＞ 

・増収及び月末決済日が休日であったことによる、売上債権と未収入金の増加 

 

＜負債増加の主要因＞ 

・増収及び月末決済日が休日であったことによる、仕入債務の増加 

 

＜純資産増加の主要因＞ 

・利益剰余金等の増加 

 

＜１株当たり純資産増加の要因＞ 

・利益剰余金等の増加 
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＜投資活動によるキャッシュフロー 主な要因＞ 

・遊休となった物流センターの売却など 
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＜売上高＞ 

・前年比１３４億円の増加 

 

＜主な要因＞ 

・商品売上高 

 組織小売業との取引深耕、新規取引増加により１３０億円増加 

・収入手数料 

 一括物流センターの取り扱い増により、４億円増加 
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＜「ビール」／「和洋酒」増加の主な要因＞ 

・酒類分野の提案強化による、新規取引の拡大 

 

＜「麺・乾物」減少の主な要因＞ 

・一部取引先の帳合変更 
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＜「スーパー」増加の主な要因＞ 

・組織小売業との取引深耕 

 

＜「その他小売業」増加の主な要因＞ 

・業務用酒販店との取引増加 
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＜エリア別売上高＞ 

・関東、東海、関西の三大都市圏で全体の約８０％ 

・関東、東海、四国、九州が増加 

 

9 



 

＜売上総利益＞ 

・前年比４億円増加 

 

＜主な要因＞ 

・商流関係 

 増収により前年比３億円増加 

・物流関係 

 一括センターの取り扱い増などにより前年比１億円増加 
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＜販売管理費＞ 

・前年比で３億円の増加 

・販管費率は前年比０．１％低下 

 

＜主な要因＞ 

・増収により物流経費を中心に増加 
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＜営業利益＞ 

・前年比１億円の増加 

 

＜経常利益＞ 

・前年比１億円の増加 
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＜四半期純利益＞ 

・前年比４億円の増加 

 

＜主な要因＞ 

・特別損益を８億円計上など 
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＜配当＞ 

・中間配当は計画どおり３７．５円 

・期末配当３７．５円と合わせて、年間配当金は７５円を計画 
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＜２０１８年３月期計画＞ 

・１０月２３日、通期計画修正を公表 

・上期に引き続き下期も、採算強化、コスト圧縮に努めることで 

 売上・利益ともに前年実績を上回る見込み 
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＜中核事業の拡大・深耕＞ 

 

・６つの卸機能をさらにブラッシュアップ 

・特に「マーケティング」「マーチャンダイジング」機能はこれまで以上に磨きをかける 
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＜酒類分野＞ 

 

（ベルルッキ） 

・イタリア フランチャコルタのパイオニア「ベルルッキ」と日本における独占販売契約を締結 

・本年１１月より百貨店・業務用ルート向けから販売開始 

・フランチャコルタ・・・イタリアで初めて瓶内二次発酵（トラディショナル製法）で醸造されたスパークリングワイン 

 

（ミオネット） 

・新たなラインナップとして、「プレステージコレクション」４品を導入 

 業務用向け「MOコレクション」２品と合わせて、合計６品へ拡充 

 

・「ベルルッキ」「ミオネット」の日本国内におけるブランドづくりに取り組み、酒類分野において 

 新しい「価値」を提供 
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＜ブランド商品開発＞ 

 

・当社の特徴であるブランド商品開発を引き続き強化 

・得意先様と一体となった商品開発に取り組む 

・重点カテゴリーとして、アイス、冷凍惣菜、クリスマスケーキ、おせち等を強化 

21 



 

＜MD機能強化＞ 

 

・本年４月にMD推進本部を新設 

・全社的なMD機能の強化に取り組む 

 

（地域産品） 

・地域産品の地産全消を目指した取り組みとして、引き続き注力 

 今期は「東京セレクション２０１７」「平成の薩長土肥連合」などの企画を展開 

 

（ヘルス＆ビューティ） 

・健康志向の高まりや、オーガニック＆ナチュラル志向の浸透から市場が拡大傾向 

昨年より提案を進めている「ネイチャースイートソース」「オーガニックワイン」に加え 

「オーガニックビール」「ビューティカカオ」「ヘルシースナッキング」など様々な切り口から提案を進める 

 

（ワイン＆スピリッツ） 

・昨年１２月に資本業務提携をしたリードオフジャパンと協業を進めながらMD機能強化 

 

（ギフト） 

・MD強化に加え、自社カタログ「パルディス」の更なる充実や、ギフト業務の受託などを進める 

 

（惣菜・デリカ） 

・本年４月に新設した「惣菜事業部」を中心に提案を進める 
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＜マーケティング機能強化＞ 

 

・デジタルサイネージを活用した店頭コミュニケーションチャネル「E-POP」 

・提案開始以降、順調に設置台数増加 

・今後も「E-POP」を活用した新たな仕掛けも検討 
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＜物流改革＞ 

 

・全社的な「物流最適」「物流改革」を推進するため、本年１０月にロジスティクス企画部を新設 

 

（主な取り組み） 

・物流拠点再編 

・配送費低減に向けた取り組み 

・自動化に向けた取り組み 
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＜グループ会社の取り組み＞ 

（アイ・エム・シー） 

・百貨店を中心とした流通小売業へのリテールサポート及びテナント、食品催事の企画運営事業  

 を強化、推進 

 

（スハラ食品） 

・今年創業１１０周年を迎えた北海道エリアの卸売業 

・同社の調達ネットワークを活かして、道産品の道外への販売や、北海道原材料を活かした商品  

 開発を強化 
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＜CSR・CSVの取り組み＞ 

 

・当社は２０１２年にCSR基本方針を定め、CSR活動を推進 

・２０１３年から毎年「商業高校フードグランプリ」を開催 

・この取り組みを、本業を通じて社会課題を解決するCSV（共有価値の創造）と位置付け 

 取り組みを推進 
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